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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発信端末から着信端末への発信要求に対して前記着信端末が着信不能である場合に、前
記発信端末を特定する発信端末情報及び前記着信端末を特定する着信端末情報を含む着信
履歴と関連付けて、前記着信履歴を識別する識別情報を格納する格納手段と、
　前記識別情報を前記発信端末へ送信する第１の送信手段と、
　前記発信端末から前記識別情報が付加された文字メッセージを受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信された文字メッセージに、当該文字メッセージに付加された
前記識別情報と関連付けて前記格納手段によって格納された着信履歴を統合して着信通知
メッセージを作成する作成手段と、
　前記作成手段によって作成された前記着信通知メッセージを前記着信端末へ送信する第
２の送信手段と、
　前記発信端末との間の少なくとも一部の無線リソースの制御を行う制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記発信端末から出力される前記発信要求に応じて前記無線リソース
を確立し、前記識別情報の付加された文字メッセージが前記第１の送信手段によって前記
発信端末へ送信されたことに応じて、前記無線リソースを開放し、
　前記第１の送信手段は、前記発信要求に応じて確立された前記無線リソースを利用して
、前記識別情報が付加された文字メッセージを前記発信端末へ送信することを特徴とする
通知システム。
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【請求項２】
　発信端末から着信端末への発信要求に対して前記着信端末が着信不能である場合に、前
記発信端末を特定する発信端末情報及び前記着信端末を特定する着信端末情報を含む着信
履歴と関連付けて、前記着信履歴を識別する識別情報を格納する格納ステップと、
　前記発信端末との間の少なくとも一部の無線リソースの制御を行う制御ステップと、
　前記識別情報を前記発信端末へ送信する第１の送信ステップと、
　前記発信端末から前記識別情報が付加された文字メッセージを受信する受信ステップと
、
　前記受信ステップにおいて受信された文字メッセージに、当該文字メッセージに付加さ
れた前記識別情報と前記格納ステップにおいて関連付けられた着信履歴を統合して着信通
知メッセージを作成する作成ステップと、
　前記統合ステップにおいて生成された前記着信通知メッセージを前記着信端末へ送信す
る第２の送信ステップと、
　を備え、
　前記制御ステップにおいて、前記発信端末から出力される前記発信要求に応じて前記無
線リソースを確立し、前記識別情報の付加された文字メッセージが前記第１の送信ステッ
プにおいて前記発信端末へ送信されたことに応じて、前記無線リソースを開放し、
　前記第１の送信ステップにおいて、前記発信要求に応じて確立された前記無線リソース
を利用して、前記識別情報が付加された文字メッセージを前記発信端末へ送信することを
特徴とする通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発信要求に対して着信端末が着信不能であった場合に、発信端末の情報を着
信端末へ通知する通知システム、通知方法、メッセージサーバ、及び通信端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）、又はＰＤＡ（Personal Digital A
ssistant）等の移動体通信端末は、圏外に位置する場合や電源がオフになっているときに
は着信することができず、着信端末のユーザは、発信端末のユーザから電話があったこと
を知ることができない。そこで、着信端末が着信不能の状態である場合、発信端末の番号
を含み、発信端末から着信端末への発信要求があったことを示す着信履歴を通知するメー
ルを着信端末へ送信する技術がある（下記特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－３０９８７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１の技術を用いた場合、着信端末は、着信可能な状態に復帰すると、着信
履歴を通知するメールを自動的に受信し、着信端末のユーザは、発信端末から着信があっ
たことを知ることができる。しかしながら、着信端末のユーザは、発信端末のユーザが電
話をした用件までは知ることができない。このため、ユーザにとっての利便性が低く、問
題であった。
【０００４】
　発信端末のユーザが電話をした用件を着信端末のユーザへ伝えるために、留守番電話サ
ービスが提供されている。この留守番電話サービスを利用した場合、着信端末が留守番電
話のメッセージを聞くためには、着信可能な状態に復帰した状態でメッセージを蓄積した
サーバへ電話をかける必要がある。このため、ユーザに煩雑な手順を強いることとなる。
【０００５】
　そこで本発明は、着信端末が着信不能であった場合に、発信者から着信者へのメッセー
ジを容易に通知可能な通知システム、通知方法、メッセージサーバ、及び通信端末を提供
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することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の通知システムは、発信端末から着信端末への発信要求に対して着信端末が着信
不能である場合に、発信端末を特定する発信端末情報及び着信端末を特定する着信端末情
報を含む着信履歴と関連付けて、着信履歴を識別する識別情報を格納する格納手段と、識
別情報を発信端末へ送信する第１の送信手段と、発信端末から識別情報が付加された文字
メッセージを受信する受信手段と、受信手段によって受信された文字メッセージに、当該
文字メッセージに付加された識別情報と関連付けて格納手段によって格納された着信履歴
を統合して着信通知メッセージを作成する作成手段と、作成手段によって作成された着信
通知メッセージを着信端末へ送信する第２の送信手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の通知方法は、発信端末から着信端末への発信要求に対して着信端末が着信不能
である場合に、発信端末を特定する発信端末情報及び着信端末を特定する着信端末情報を
含む着信履歴と関連付けて、着信履歴を識別する識別情報を格納する格納ステップと、識
別情報を発信端末へ送信する第１の送信ステップと、発信端末から識別情報が付加された
文字メッセージを受信する受信ステップと、受信ステップにおいて受信された文字メッセ
ージに、当該文字メッセージに付加された識別情報と格納ステップにおいて関連付けられ
た着信履歴を統合して着信通知メッセージを作成する作成ステップと、統合ステップにお
いて生成された着信通知メッセージを着信端末へ送信する第２の送信ステップと、を備え
ることを特徴とする。
【０００８】
　本発明のメッセージサーバは、発信端末から着信端末への発信要求に対して着信端末が
着信不能である場合に、発信端末を特定する発信端末情報と着信端末を特定する着信端末
情報と含む着信履歴と関連付けて、着信履歴を識別する識別情報を格納している登録サー
バと通信可能に構成され、発信端末から送信され、識別情報が付加された文字メッセージ
を受け付ける受付手段と、受付手段によって受け付けられた文字メッセージに付加された
識別情報と関連付けて格納された着信履歴を登録サーバから取得し、当該取得した着信履
歴を受付手段が受け付けた文字メッセージに統合して着信端末宛の着信通知メッセージを
作成する作成手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　本発明では、発信端末から着信端末へ発信要求がなされた場合に、着信端末が着信不能
であると、発信端末情報と着信端末情報とを含む着信履歴が生成される。そして、着信履
歴と払いだされた識別情報とが関連付けて格納される。続いて、識別情報を発信端末へ送
信する。例えば、発信者が識別情報の受信に応じて、着信者へのメッセージを入力して返
信すれば、着信者へのメッセージを容易に本通知システムに送信することができる。同時
に、着信履歴を特定可能な識別情報が、本通知システムに送信されることとなる。本通知
システムでは、受信したこの文字メッセージに付加された識別情報と関連付けられた着信
履歴を文字メッセージに統合して着信通知メッセージを作成し、着信端末へ送信する。こ
れにより、着信履歴と発信者から着信者へのメッセージとを統合した着信通知メッセージ
を着信端末へ送信することができる。よって、着信者は、着信があった事実を知ると共に
、その着信と関連付けて発信者からのメッセージを容易に知ることができる。
【００１０】
　本発明の通知システムでは、好ましくは、発信端末と通知システムとの間の少なくとも
一部の無線リソースの制御を行う制御手段を備え、制御手段は、発信端末から出力される
発信要求に応じて無線リソースを確立し、識別情報の付加された文字メッセージが第１の
送信手段によって発信端末へ送信されたことに応じて、無線リソースを開放し、第１の送
信手段は、発信要求に応じて確立された無線リソースを利用して、識別情報が付加された
文字メッセージを発信端末へ送信する。
【００１１】
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　通常は、発信要求に応じて確立された無線リソースは、着信端末が着信不能であること
が検知されると開放される。これに対して、本発明では、着信端末が着信不能だと分かっ
た時点では無線リソースを開放せずに、その無線リソースを利用して、第１の送信手段が
文字メッセージを発信端末へ送信した後に、無線リソースを開放する。従って、文字メッ
セージを送信するために必要な無線リソースの確立手順を省くことができる。
【００１２】
　本発明の通信端末は、上記通知システムと通信可能に構成され、通信システムの第１の
送信手段によって送信された識別情報を受信する受信手段と、当該受信された識別情報を
付加した文字メッセージを生成する生成手段と、当該生成された文字メッセージを通信シ
ステムへ送信する送信手段と、を備えることを特徴とする。これにより、本発明の通信端
末は、容易に識別番号が付加された文字メッセージを通知システムに送信することができ
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、着信端末が着信不能であった場合に、発信者から着信者へメッセージ
を容易に通知することができる。着信者は、着信履歴と関連付けて、発信者からのメッセ
ージを容易に知ることができ、その後の適切な対応につながるなど利便性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る通知システムの実施形態について、図面を参照して詳細に説明する
。
【００１５】
　最初に、図１を参照して、本実施形態に係る通知システム１が提供するサービスのイメ
ージについて説明する。まず、発信者（Ａさん）が、着信者（Ｂさん）へ電話をかける。
すなわち、発信端末Ａから着信端末Ｂへの発信要求が行われる（ステップＳ１）。なお、
発信端末（通信端末）Ａ及び着信端末Ｂは、携帯電話、ＰＨＳ（Personal Handyphone Sy
stem）、又はＰＤＡ（Personal Digital Assistant）等の移動体通信端末である。このと
き、着信端末Ｂが、圏外に位置するか、電源がオフになっているため、着信ができないも
のとする。すると、通信網においては、着信端末Ｂが圏外状態（着信不能）状態になって
いると判断され、通信網から「ただいま電話に出ることができません」といったガイダン
スが、発信端末Ａに送出される（ステップＳ２）。
【００１６】
　一方で、通知システム１において、発信端末Ａの発信要求に応じて着信端末Ｂが着信不
能であることが検出されると、通知システム１から発信端末Ａへショートメッセージが送
信される（ステップＳ３）。このショートメッセージは、発信者に着信者へのショートメ
ッセージの送信を促すもので、例えば「０９０－ＢＢＢＢ－ＢＢＢＢさんは、電話に出ら
れません。メッセージを通知したい場合は、このショートメッセージに返信してください
。」といった内容が記載されている。
【００１７】
　発信者（Ａさん）は、着信端末Ｂが着信不能であることをガイダンスにより知って、通
話を切ると、通知システム１から送信されたショートメッセージを受信することとなる。
発信者（Ａさん）は、このショートメッセージに返信する形で、ショートメッセージを発
信端末Ａから通知システム１へ送信する（ステップＳ４）。このショートメッセージには
、「明日の飲み会の件です。折り返し電話をください。」といった電話の要件を入力する
ことができる。
【００１８】
　通知システム１は、発信端末Ａから返信されたショートメッセージを受信すると、予め
生成した着信履歴と、受信したショートメッセージとを統合し、着信通知メッセージを作
成する（ステップＳ５）。着信履歴は、発信端末Ａから着信端末Ｂへの着信があった日時
を示す情報である。
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【００１９】
　作成された着信通知メッセージは、着信端末Ｂに送信される（ステップＳ６）。これに
より、着信端末Ｂは、圏内に復帰すると、「０９／２６　１６：１９　０９０－ＡＡＡＡ
－ＡＡＡＡ　明日の飲み会の件です。折り返し電話をください。」といったショートメッ
セージを受信することとなる。従って、着信者は、圏内に復帰すると同時に、Ａさん（発
信者）から着信があったことと、その電話の目的とを知ることができる。
【００２０】
　引き続き、このようなサービスを実現するための通知システム１について説明する。最
初に図２を参照して、通知システム１の構成について説明する。本実施形態に係る通知シ
ステム１は、発信端末Ａ及び着信端末Ｂが属する移動体通信網に付随するシステムである
。
【００２１】
　この通知システム１は、ＳＭＳＣ１０、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ（Shor
t Message Service - Inter Working. Mobile Switching Center /Short Message Servic
e - Gateway Mobile Switching Centre）１１、発信端末Ａ側のＭＳＣ／ＶＬＲ（MobileS
witching Center / Visited Location Register）２０、ＨＬＲ（Home Location Registe
r；登録サーバ）３０、及び着信端末Ｂ側のＭＳＣ／ＶＬＲ４０を備えている。これらの
ＳＭＳＣ１０、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０、ＨＬ
Ｒ３０、及びＭＳＣ／ＶＬＲ４０は、既存の移動体通信網における機能と同様な機能を有
して、発信端末Ａと着信端末Ｂとの間の通話及びショートメッセージサービスの利用が可
能に構成されている。ショートメッセージサービスとは、例えば、電話番号を利用して発
信端末と着信端末とを特定し、文字メッセージを含む情報を発信端末と着信端末との間で
送受信することを可能にするサービスである。
【００２２】
　ＳＭＳＣ１０は、ショートメッセージを蓄積し、配信する装置である。ＭＳＣ／ＶＬＲ
２０は、発信端末Ａが属する基地局を介して、発信端末Ａとの通信を行う交換機である。
ＨＬＲ３０は、発信端末Ａ及び着信端末Ｂの情報（加入者情報）を管理する装置である。
ＨＬＲ３０は、加入者情報として、各端末の在圏位置を示す情報を格納している。ＭＳＣ
／ＶＬＲ４０は、着信端末Ｂが属する基地局を介して、着信端末Ｂとの通信を行う交換機
である。そして、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１は、ショートメッセージを
配信する際に、ＳＭＳＣ１０とＭＳＣ／ＶＬＲ２０，４０とを接続するための装置である
。
【００２３】
　以下、これらの各装置の通知システム１における機能的な構成要素について主に詳細に
説明する。
【００２４】
　最初に、ＳＭＳＣ１０について説明する。ＳＭＳＣ１０は、メッセージ受付部１２、識
別番号判定部１３、及びメッセージ作成部１４を備える。
【００２５】
　メッセージ受付部１２は、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１から発信端末Ａ
が発信したショートメッセージを入力し、受け付ける。メッセージ受付部１２は、受け付
けたショートメッセージを識別番号判定部１３へ出力する。
【００２６】
　識別番号判定部１３は、メッセージ受付部１２から出力されたショートメッセージに識
別番号が含まれているか否か判定する。識別番号判定部１３は、ショートメッセージに識
別番号が含まれていないと判定した場合は、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１
へショートメッセージを出力する。この場合は、ショートメッセージが宛先の通信端末へ
そのまま送信される。識別番号判定部１３は、ショートメッセージに識別番号が含まれて
いると判定した場合は、ショートメッセージをメッセージ作成部１４へ出力する。このメ
ッセージ作成部１４についての詳細は、後述する。
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【００２７】
　次に、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０について説明する。ＭＳＣ／ＶＬＲ２０は、発信要求受付部
２１、メッセージ作成部２２、メッセージ送信部（第１の送信手段）２３、無線リソース
制御部（制御手段）２４、及びメッセージ受信部（受信手段）２５を備える。
【００２８】
　発信要求受付部２１は、発信端末Ａから着信端末Ｂへの音声通話のための発信要求を受
け付ける。発信要求には、発信端末Ａを識別するための発信端末情報と、着信端末Ｂを識
別するための着信端末情報とが含まれている。発信端末情報及び着信端末情報は、例えば
、電話番号であり、発信端末情報は「０９０－ＡＡＡＡ－ＡＡＡＡ」、着信端末情報は「
０９０－ＢＢＢＢ－ＢＢＢＢ」である。発信要求受付部２１は、発信要求を受け付けると
、発信端末情報及び着信端末情報をＨＬＲ３０へ出力する。
【００２９】
　メッセージ作成部２２は、識別番号と共にメッセージ作成指示をＨＬＲ３０から入力す
る。識別番号とは、ＨＬＲ３０において作成された着信履歴と関連付けられた番号であり
、着信履歴を特定する番号である。メッセージ作成指示には、発信端末情報と着信端末情
報と着信端末のプレゼンス情報が含まれている。メッセージ作成部２２は、発信端末情報
を用いて、発信端末Ａ宛のショートメッセージを作成する。
【００３０】
　このショートメッセージの本文には、着信端末のプレゼンス情報に基づく情報、及び着
信者へのショートメッセージの送信を促す旨のメッセージが含まれている。また、ショー
トメッセージのヘッダーには、識別番号が付加されている。メッセージ作成部２２は、シ
ョートメッセージの発信者として、着信端末情報（電話番号）を設定する。例えば、ショ
ートメッセージは、「発信者：０９０－ＢＢＢＢ－ＢＢＢＢ、本文：会議中のため後ほど
折り返してご連絡しますので、メッセージを返信してください。」といったものである。
そして、メッセージ作成部２２は、作成したショートメッセージをメッセージ送信部２３
へ出力する。
【００３１】
　メッセージ送信部２３は、メッセージ作成部２２から入力された発信端末Ａ宛のショー
トメッセージを発信端末Ａへ送信する。
【００３２】
　無線リソース制御部２４は、発信端末ＡとＭＳＣ／ＶＬＲ２０との間の無線リソースの
制御を行う。無線リソース制御部２４は、発信端末Ａから出力される発信要求を発信要求
受付部２１が受け付けると、発信端末Ａとの間の無線リソースを確立する。そして、無線
リソース制御部２４は、着信端末Ｂが圏外状態で通話ができない場合に、メッセージ送信
部２３が識別番号を示す情報が付加されたショートメッセージを発信端末Ａへ送信すると
、無線リソースを開放する。
【００３３】
　メッセージ受信部２５は、発信端末Ａから送信されたショートメッセージを受信し、Ｓ
ＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ出力する。
【００３４】
　次に、ＨＬＲ３０について説明する。ＨＬＲ３０は、着信者情報読出部３１、着信履歴
保持部３２、メッセージ指示部３３、及びプレゼンス情報保持部３４を備える。
【００３５】
　着信者情報読出部３１は、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０の発信要求受付部２１から出力された発
信要求を入力し、予め登録された加入者情報データベースから着信者情報を読み出す。そ
して、ＨＬＲ３０は、着信端末ＢのＭＳＣ／ＶＬＲ４０を特定し、着信端末情報と共に、
ルーチング情報を払い出すように要求する信号をＭＳＣ／ＶＬＲ４０へ送信する。
【００３６】
　この要求信号に応じて、ＭＳＣ／ＶＬＲ４０からＨＬＲ３０へ応答信号が返信される。
着信端末Ｂが圏外状態である場合は、着信端末Ｂが無応答である旨の応答が、ＭＳＣ／Ｖ
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ＬＲ４０からＨＬＲ３０へ送信される。着信者情報読出部３１は、着信端末Ｂが無応答で
ある旨の応答を受信すると、発信要求に含まれた発信端末情報及び着信端末情報と関連付
けて識別番号を払い出す。そして、発信端末情報及び着信端末情報と共に、払いだした識
別番号を着信履歴保持部３２とメッセージ指示部３３へそれぞれ出力する。
【００３７】
　着信履歴保持部３２は、着信者情報読出部３１から発信端末情報及び着信端末情報を出
力されると、着信履歴として、発信端末情報及び着信端末情報と、発信要求のなされた日
時を示す情報とを関連付けて格納する。また、着信履歴保持部３２は、この着信履歴と関
連付けて、着信者情報読出部３１から出力された識別番号を着信履歴と関連付けて格納す
る。
【００３８】
　メッセージ指示部３３は、着信者情報読出部３１から発信端末情報及び着信端末情報を
識別番号と共に出力されると、この発信端末情報、着信端末情報、及び識別番号を含み、
ショートメッセージの作成を指示する旨の信号をＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ出力する。メッセ
ージ指示部３３は、このショートメッセージの作成を指示する旨の信号に、プレゼンス情
報保持部３４に格納され、着信端末情報と関連付けられたプレゼンス情報を付加してＭＳ
Ｃ／ＶＬＲ２０へ出力する。
【００３９】
　プレゼンス情報保持部３４には、各端末の情報（電話番号）とその端末のユーザのプレ
ゼンス情報とが関連付けて格納されている。プレゼンス情報とは、会議中、移動中等のユ
ーザの状況を示す情報であり、電源をオフにしている理由や圏外に位置する原因等を示す
ものでもある。このプレゼンス情報は、既存の技術を用いて、予めユーザが端末を用いて
登録することができる。
【００４０】
　最後に、ＭＳＣ／ＶＬＲ４０について説明する。ＭＳＣ／ＶＬＲ４０は、ページング処
理部４１、及びメッセージ送信部（第２の送信手段）４２を備えている。
【００４１】
　ページング処理部４１は、ＨＬＲ３０から送信されたルーチング情報を払い出すように
要求する信号を入力し、ページング処理を行う。すなわち、ページング処理部４１は、着
信端末Ｂとの間の無線リソースを確立して、着呼処理を行う。着信端末Ｂが圏外状態であ
る場合は、ページング処理に対する応答が無応答であるため、着信端末Ｂが圏外状態であ
ることを検出できる。ＭＳＣ／ＶＬＲ４０は、ページング処理に対する応答が無応答であ
る場合は、その旨の応答をＨＬＲ３０へ返信する。
【００４２】
　メッセージ送信部４２は、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１から入力された
着信端末Ｂ宛のショートメッセージを着信端末Ｂへ送信する。
【００４３】
　引き続いて、ＳＭＳＣ１０のメッセージ作成部１４について説明する。メッセージ作成
部１４は、識別番号判定部１３からショートメッセージを入力する。このショートメッセ
ージは、上述したように、発信端末Ａから送信されたショートメッセージであり、発信者
から着信者へのメッセージと、識別番号と、発信端末情報及び着信端末情報が含まれてい
る。
【００４４】
　メッセージ作成部１４は、ショートメッセージに含まれた識別番号と関連付けられた着
信履歴を抽出する。そして、メッセージ作成部１４は、抽出した着信履歴と、入力された
ショートメッセージに含まれた発信者から着信者へのメッセージとを統合して着信通知メ
ッセージを作成する。この着信通知メッセージの発信者は、発信端末Ａに設定する。
【００４５】
　着信通知メッセージの本文は、着信履歴に含まれた日時を示す情報と、発信端末情報と
、入力されたショートメッセージに含まれた発信者から着信者へのメッセージとが含まれ
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る。例えば、「０９／２６　１６：１９　０９０－ＡＡＡＡ－ＡＡＡＡ　明日の飲み会の
件です。折り返し電話ください。」といったショートメッセージの本文が作成される。メ
ッセージ作成部１４は、作成した着信通知メッセージをＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－Ｇ
ＭＳＣ１１へ出力する。これにより、着信通知メッセージがＭＳＣ／ＶＬＲ４０のメッセ
ージ送信部４２に出力される。
【００４６】
　メッセージ送信部４２は、出力された着信通知メッセージを着信端末Ｂへ送信する。着
信端末Ｂが圏外状態で着信通知メッセージを受信できない場合、メッセージ送信部４２は
、着信通知メッセージが着信端末Ｂにおいて受信されなかったことを検知して、その旨の
応答信号をＳＭＳＣ１０へ出力する。
【００４７】
　すると、ＳＭＳＣ１０は、着信通知メッセージを再度ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－Ｇ
ＭＳＣ１１へ出力する。これにより、着信端末Ｂにおいて着信通知メッセージが受信され
るまで、一定間隔で繰り返し着信通知メッセージが着信端末Ｂへ送信されることとなる。
従って、着信端末Ｂが圏内に復帰すると、自動的に着信通知メッセージを受信することと
なる。
【００４８】
　又は、着信端末Ｂが圏内に復帰した旨の信号が、ＨＬＲ３０からＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／
ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ通知され、これを契機に、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳ
Ｃ１１からメッセージ送信部４２に着信通知メッセージが出力されるように、通信システ
ム１が構成されていてもよい。このような構成によっても、圏内復帰に応じて着信端末Ｂ
は着信通知メッセージを受信することができる。
【００４９】
　以上説明したＳＭＳＣ１０、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１、ＭＳＣ／Ｖ
ＬＲ２０、ＨＬＲ３０、及びＭＳＣ／ＶＬＲ４０は、それぞれ物理的には、ＣＰＵ、記憶
装置としてのＲＡＭ、ＲＯＭ、又はハードディスク等、データの送受信を行うための通信
モジュール、入力装置、出力装置などを備えるコンピュータシステムとして構成されてい
る。上述した各機能は、ＣＰＵ、ＲＡＭ等のハードウェア上に所定のコンピュータソフト
ウェアを読み込ませることにより、ＣＰＵの制御のもとで通信モジュール、入力装置、出
力装置を動作させるとともに、ＲＡＭやハードディスク等におけるデータの読み出し及び
書き込みを行うことで実現される。
【００５０】
　一方、本実施形態に係る発信端末Ａは、受信部（受信手段）５１、生成部（生成手段）
５２、及び送信部（送信手段）５３を備える。受信部５１は、通知システム１から送信さ
れ、識別情報が付加されたショートメッセージを受信する。受信部５１は、ユーザの操作
に応じて、受信したショートメッセージを生成部５２へ出力する。生成部５２は、出力さ
れたショートメッセージに付加された識別情報を付加して、返信用のショートメッセージ
を生成する。メッセージの内容は、ユーザの入力に応じて生成される。送信部５３は、生
成部５２によって生成されたショートメッセージを通信システム１へ返信する。
【００５１】
　引き続いて、図３～図６を参照して、本実施形態の通知システム１における動作を説明
すると共に、本実施形態の通知方法について説明する。
【００５２】
　図３に示すように、着信者のプレゼンス情報と着信端末情報（電話番号）とが、着信端
末ＢによってＨＬＲ３０へ送信され、ＨＬＲ３０のプレゼンス情報保持部３４に予め登録
される（ステップＳ１１）。そして、任意のタイミングで、着信端末Ｂへの発信要求が、
発信端末Ａによってなされる（ステップＳ１２）。発信要求が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０の発
信要求受付部２１によって受け付けられると、着信情報の読み出しを要求する旨の信号が
、発信要求受付部２１によって発信端末情報及び着信端末情報と共にＨＬＲ３０へ出力さ
れる（ステップＳ１３）。
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【００５３】
　着信情報の読み出しを要求する旨の信号が、ＨＬＲ３０の着信者情報読出部３１によっ
て入力されると、ルーチング情報を払い出すように要求する信号が、着信者情報読出部３
１によってＭＳＣ／ＶＬＲ４０へ出力される（ステップＳ１４）。ルーチング情報を払い
出すように要求する信号が、ＭＳＣ／ＶＬＲ４０のページング処理部４１に入力されると
、ページング処理が、ページング処理部４１によって実行される（ステップＳ１５）。
【００５４】
　本実施形態では、着信端末Ｂは、圏外状態であるので、ページングに対して無応答であ
る。そこで、ルーチング情報を払い出すように要求する信号に対する応答信号が、ページ
ング無応答である旨の情報と共に、ページング処理部４１によってＨＬＲ３０へ出力され
る（ステップＳ１６）。この応答信号が、ＨＬＲ３０の着信者情報読出部３１によって入
力されると、着信者情報読出部３１によって識別番号が払い出され、着信履歴が、識別番
号と関連付けて着信履歴保持部３２によって記憶される（ステップＳ１７；格納ステップ
）。
【００５５】
　また、発信端末情報、着信端末情報、及び識別番号が、着信者情報読出部３１からメッ
セージ指示部３３へ出力され、メッセージ通知処理が起動される（ステップＳ１８）。そ
して、着信端末情報と関連付けられたプレゼンス情報が、メッセージ指示部３３によって
プレゼンス情報保持部３４から読み出される（ステップＳ１９）。
【００５６】
　続いて、ステップＳ１３の着信情報を読み出すように要求する要求信号に応答する応答
信号が、発信端末情報、着信端末情報、識別番号、及びプレゼンス情報を含むショートメ
ッセージの作成を指示する信号と共に、メッセージ指示部３３からＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ
出力される（ステップＳ２０）。
【００５７】
　引き続き、図４に示すように、着信情報の読み出しを要求する信号に対する応答信号が
、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０に入力されると、着信端末Ｂが圏外状態である旨のガイダンスが発
信端末Ａへ送出され、音声呼の切断要求が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０から発信端末Ａに送信さ
れる（ステップＳ２１）。この切断要求に応じて、音声呼の解放要求が、発信端末Ａから
ＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ送信され、（ステップＳ２２）、解放応答が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０
から発信端末Ａへ送信される（ステップＳ２３）。
【００５８】
　続いて、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０と発信端末Ａとの間の無線リソースの解放の待ち合わせ処
理が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０の無線リソース制御部２４によってなされる（ステップＳ２４
）。この時点で、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０と発信端末Ａとの間の無線リソースは、確立されて
いる状態である。
【００５９】
　そして、ショートメッセージの作成を指示する信号が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０のメッセー
ジ作成部２２に入力され、着信端末のプレゼンス情報に基づく情報、及び着信者へのショ
ートメッセージの送信を促す旨のメッセージが、メッセージ作成部２２によって作成され
る（ステップＳ２５）。作成されたショートメッセージの発信者として着信者の電話番号
が、メッセージ作成部２２によって設定される（ステップＳ２６）。
【００６０】
　このショートメッセージに識別番号が付加され、ショートメッセージが、メッセージ送
信部２３によって配信される（ステップＳ２７；第１の送信ステップ）。このショートメ
ッセージは、発信者が電話を切ると、発信端末Ａにおいて受信されることとなる。ショー
トメッセージが、発信端末Ａによって受信されると、メッセージ配信応答が、発信端末Ａ
からＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ送信される。以上の手順により、発信者に着信者へのメッセー
ジを促すショートメッセージを発信端末Ａへ送信することができる。
【００６１】
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　発信者が、受信したショートメッセージに、着信者へのメッセージを作成して返信する
場合について、図５及び図６を参照して引き続き説明する。
【００６２】
　図５に示すように、発信者が着信者へのショートメッセージを作成し、送信する際には
、作成したショートメッセージを送信するように要求する信号が、着信端末Ｂの電話番号
と識別番号と共に、発信端末ＡからＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ送信される（ステップＳ３１）
。ショートメッセージを送信するように要求する信号が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０のメッセー
ジ受信部２５によって受信される（受信ステップ）と、ショートメッセージを送信するよ
うに要求する信号が、着信端末Ｂの電話番号と識別番号と共に、メッセージ受信部２５に
よってＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ送信される（ステップＳ３２）。
【００６３】
　ショートメッセージを送信するように要求する信号が、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－
ＧＭＳＣ１１へ送信されると、ショートメッセージを送信する旨の応答信号が、メッセー
ジ受信部２５によって発信端末Ａへ送信される（ステップＳ３３）。一方で、ショートメ
ッセージを送信するように要求する信号が、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１
によって受信されると、ショートメッセージを送信するように要求する信号が、着信端末
Ｂの電話番号と識別番号と共に、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１によってＳ
ＭＳＣ１０へ出力される（ステップＳ３４）。
【００６４】
　ショートメッセージを送信するように要求する信号が、ＳＭＳＣ１０のメッセージ受付
部１２によって入力されると、ショートメッセージの送信要求を受け付けた旨の信号が、
メッセージ受付部１２によってＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ出力され（
ステップＳ３５）、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０へ送信される（ステップＳ３６）。すると、ショ
ートメッセージの送信要求を受け付けた旨の信号が、ＭＳＣ／ＶＬＲ２０によって発信端
末Ａへ送信され（ステップＳ３７）、その信号に対する応答信号が、発信端末ＡからＭＳ
Ｃ／ＶＬＲ２０へ返信される（ステップＳ３８）。
【００６５】
　一方で、図６に示すように、ショートメッセージの送信要求を受け付けた旨の信号が、
メッセージ受付部１２によってＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ出力される
と、受け付けたショートメッセージに識別番号が含まれているか否かが、識別番号判定部
１３によって判定される（ステップＳ３９）。本実施形態では、識別番号が含まれている
ので、ショートメッセージの着信端末Ｂ（着信者）の情報を要求する旨の信号が、着信者
の電話番号及び識別番号と共に、ＳＭＳＣ１０のメッセージ作成部１４によってＨＬＲ３
０へ出力される（ステップＳ４０）。
【００６６】
　ショートメッセージの着信端末Ｂの情報を要求する旨の信号が、ＨＬＲ３０によって入
力されると、着信者の情報として、識別番号と関連付けられた着信履歴がＨＬＲ３０にお
いて着信履歴保持部３２から読み出される（ステップＳ４１）。そして、着信者情報の応
答として、着信履歴が、ＨＬＲ３０からＳＭＳＣ１０へ出力される（ステップＳ４２）。
ＨＬＲ３０において、着信履歴がＳＭＳＣ１０へ出力されると、着信履歴保持部３２から
該当する着信履歴が削除される（ステップＳ４３）。
【００６７】
　ＳＭＳＣ１０では、着信履歴が入力されると、メッセージ受付部１２によって受け付け
られたメッセージと着信履歴とを統合して、着信通知メッセージが、メッセージ作成部１
４によって作成される（ステップＳ４４；作成ステップ）。着信通知メッセージが作成さ
れると、この着信通知メッセージを着信端末Ｂへ転送するように要求する信号が、メッセ
ージ作成部１４によってＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ出力される（ステ
ップＳ４５）。
【００６８】
　そして、着信通知メッセージの送信処理が、ＳＭＳ－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１
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１、ＭＳＣ／ＶＬＲ４０、及び着信端末Ｂにおいてなされる（ステップＳ４６；第２の送
信ステップ）。着信端末Ｂが圏外状態で着信通知メッセージを受信できない場合、この着
信通知メッセージの送信処理は、着信端末Ｂが、着信通知メッセージを受信したことが検
出されるまで一定間隔で行われるか、着信端末Ｂが圏内に復帰したことがＨＬＲ３０に通
知されたことを契機に再度行われる。これにより、着信端末Ｂは、圏内に復帰すると、自
動的に着信通知メッセージを受信することとなる。着信通知メッセージが、着信端末Ｂに
送信されると、ショートメッセージを転送した旨の応答信号が、ＳＭＳＣ１０からＳＭＳ
－ＩＷＭＳＣ／ＳＭＳ－ＧＭＳＣ１１へ送信され、一連の処理が終了する。
【００６９】
　以上説明したように、本実施形態に係る通知システム１では、発信端末Ａから着信端末
Ｂへ発信要求がなされた場合に、着信端末Ｂが着信不能であると、発信端末情報と着信端
末情報とを含む着信履歴が生成される。そして、着信履歴と払いだされた識別番号とが関
連付けて格納される。続いて、識別番号が付加されたショートメッセージを発信端末Ａへ
送信することで、発信者に着信者へのメッセージを作成することを促すことができる。例
えば、発信者が受信したこのショートメッセージに返信すれば、着信者へのメッセージを
容易に本通知システムに送信することができる。同時に、着信履歴を特定可能な識別番号
が含まれたショートメッセージが、通知システム１に送信されることとなる。
【００７０】
　そして、通知システム１では、受信したこのショートメッセージに付加された識別番号
と関連付けられた着信履歴をショートメッセージに統合して着信通知メッセージを作成し
、着信端末Ｂへ送信する。これにより、着信履歴と発信者から着信者へのメッセージとを
統合した着信通知メッセージを着信端末Ｂへ送信することができる。よって、着信者は、
着信があった事実を知ると共に、その着信と関連付けて発信者からのメッセージを容易に
知ることができる。
【００７１】
　また、本実施形態に係る通知システム１では、着信端末Ｂが着信不能であることが検出
された時点では無線リソースを開放せずに、その無線リソースを利用して、ＭＳＣ／ＶＬ
Ｒ２０のメッセージ送信部２３がショートメッセージを発信端末Ａへ送信した後に、無線
リソースを開放する。従って、ショートメッセージを送信するために必要な無線リソース
の確立手順を省くことができる。
【００７２】
　本実施形態の通知システム１は、上記に限られず、種々の変形が可能である。
【００７３】
　例えば、図３のステップＳ１４～Ｓ１６の処理を実行せずに、ＨＬＲ３０に登録された
情報に基づいて、着信端末Ｂが圏外状態であることを認識し、着信履歴を記憶する（ステ
ップＳ１７）ように構成してもよい。
【００７４】
　また、例えば、ＨＬＲ３０の着信者情報読出部３１がプレゼンス情報保持部３４にアク
セスし、プレゼンス情報保持部３４に格納された着信者（Ｂさん）のプレゼンス情報を図
１のステップＳ２のガイダンスにおいて通知するようにしてもよい。
【００７５】
　また、例えば、ステップＳ２７におけるショートメッセージの配信を要求する旨の信号
の送信は、ステップＳ２１の音声呼の切断要求の前になされてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本実施形態に係る通知システムが提供するサービスのイメージ図である。
【図２】本実施形態に係る通知システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る通知システムの動作を示すシーケンス図である。
【図４】本実施形態に係る通知システムの動作を示すシーケンス図である。
【図５】本実施形態に係る通知システムの動作を示すシーケンス図である。
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【図６】本実施形態に係る通知システムの動作を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【００７７】
　１…通知システム、１０…ＳＭＳＣ（メッセージサーバ）、１４…メッセージ作成部（
作成手段）、２３…メッセージ送信部（第１の送信手段）、２４…無線リソース制御部（
制御手段）、２５…メッセージ受信部（受信手段）、３２…着信履歴保持部（格納手段）
、４２…メッセージ送信部（第２の送信手段）、５１…受信部（受信手段）、５２…生成
部（生成手段）、５３…送信部（送信手段）、Ａ…発信端末、Ｂ…着信端末。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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